
＝ である△ について，図のように，

を直径とする半円と ， に接する円と

との接点を とする。

を直径とする半円と ， に接する円と

との接点を とする。

このとき， ＝ を証明せよ。

　 を直径とする半円の中心を ，その半円と ， に接する

円の中心を ，半円 と円 の接点 における共通内接線と ，

との交点をそれぞれ ， ， と の交点を とする。

はじめに， を示す。

は半円 の直径なので， ＝

また， ＝ より， ＝

点 ， ， は一直線上にある。

△ △ であるから， ： ＝ ：

＝ 　…①

また，円 に方べきの定理を適用すると，

＝ 　…②

①，②より， ＝ 　 ， より， ＝

よって△ は二等辺三角形になるから， ＝ ＝

同様に，△ も二等辺三角形になるから， ＝ ＝

したがって，△ において， ＝ － － ＝ － － ＝ ＝ 　

　（ ＝ の証明）

から に下した垂線の足を とする。

半円 ，円 の半径をそれぞれ とおく。 ＝

直角三角形 に三平方の定理を適用すると，

＝ ＝

直角三角形 と において， は共通であるから，

三平方の定理により， ＋ ＝ ＋

＋ ＝

＝

より， ＝ ＝ 　
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　△ の内接円，半円 ，円 の半径をそれぞれ ， ， とおくと， が成り立つ。

　 ＝ ， ＝ ， ＝ （ ＝ ）とおくと， ＝ である。

から に下した垂線の足を とすると， ＝ ＝ ＝ 　…③

また， ＝ － ＝ － ＝ ＝ 　…④

③，④より， ＝ 　よって， 　

　 ＝ であるから， ＝ ＝ ＝

同様に，半円 ，円 の半径をそれぞれ ， とおくと，

より， ＝ ， ＝ である。　

（ 　ジョーカー）


